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１．研究計画の概要 

2006 年 7 月 1 日にゴルムト（格爾木）－ラ
サ（拉薩）を結ぶ青海－チベット横断鉄道が運
行を始めた。これにより、『野生動物の最後の楽
園』とも言われるココシリ自然保護区を含めた
チベット高原に生息する様々な野生動物の生息
地が分断された。本研究の目的は、青海―チベ
ット横断鉄道(Qinghai Tibet Railway)の開通・運
行が鉄道沿線に生息する野生動物へ与える影響
を評価することである。 
研究内容は、（１）鉄道沿線に生息する大型・小
型哺乳類のリストを作成し、青海―チベット鉄
道沿線生息野生動物インベントリを構築する；
（２）鉄道により生息地が分断されたチルーを
代表とする大型哺乳類の季節移動と鉄道との関
係の評価；（３）鉄道が沿線に分布する小型哺乳
類動物へ与える影響の評価；（４）チルーの衛星
無線追跡と広域生息地モデルの開発を行う。 
① 大型哺乳類に関する研究 

ARGOS 衛星追跡を行い、チルーの生態・生
息状況（越冬地―中継地―繁殖地での行動）、及
び鉄道の影響を調査する。 
② 小型哺乳類に関する研究 
 鉄道沿線広範囲において、小型哺乳類の生
態・分布の調査を行い、捕獲、解剖、DNA 解
析によって、チベット小型哺乳類インベントリ
を作成する。 
③ 広域生息地モデルの開発 
 チルーのARGOS衛星追跡データをもとに生
息地モデルを開発し、チルーの越冬地・中継地・
繁殖地での行動パターンを明らかにすること。
また、チルーの長距離季節移動と周辺生息環境
の季節変化との因果関係を調べる。 
 
２．研究の進捗状況 

（１）大型哺乳類に関して、 
世界で初めて 4個体のチルー（Pantholops 
hodgsoni）の捕獲に成功し、追跡を行い、チル
ーの行動パターンを定量化することに成功して
いる。今日まで、「三江源」に越冬する4個体の
メスチルーの行動パターンと鉄道との関係が
徐々に明らかになってきた。現在は成果発表の
ためのデータ解析を行っている。但し、初年度
の2007年は2頭のチルーの捕獲に成功したが、
2008 年度は本研究の調査地であるチベット高
原で大地震、チベット“暴動”などもあり、コ
コシリでの現地調査の許可、及びチルー捕獲の
許可を得ることができなかった。その影響で
2008 年度は現地調査を中止して、一部の予算を
繰越した。2009 年度現地調査に期待をしていた
が、新疆ウイグル自治区で漢民族とウイグル族
との民族間の“衝突”事件があって、早く許可
を得ることができなかった。許可を得られる時
期が遅かったため、チルーを 2頭しか捕獲でき
なかったが、2007 年の 2 頭を加えると合計 4
頭のチルーの捕獲に成功し、発信機を装着して、
現在も追跡を続けている。 
（２）小型哺乳類に関して 
これまでの現地調査で得られた多量な標本資

料について，同定や解析を行い，動物相の実態
について明らかにすることができた。現在、小
型哺乳類の種構成、分布、形態、食性、寄生虫、
行動に関する情報を整理し、成果発表のための
解析を行っている。 
（３）広域生息地モデルに関して 
 GISを用いて、詳細な鉄道マップ、鉄道沿線
に生息する野生動物のインベントリ、生息範囲
などのデータベースを構築した。また人工衛星
画像を用いて生息地環境（地形・道路、鉄道、
土地被覆など）、植生の季節変動、積雪の分布な

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19255005 

研究課題名（和文） チベット高原横断鉄道による野生動物への影響に関する研究 

                     

研究課題名（英文） Influence of the Qinghai-Tibetan railway on seasonal migration 
of Tibetan animals 
研究代表者 

星野 仏方（HOSHINO BUHO） 

酪農学園大学・環境システム学部・教授 

 研究者番号：80438366 

 



 

 

どの空間データベースを構築した。現在 4頭の
ARGOS 追跡データを重ね合わせ作業を行って、
成果発表の準備を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
様々な「予測できない」こともあったが、当

初の研究目的に照らしてみるとおおむね順調に
進展していると評価できる。但し、統計学的に
みても今までの 4頭の追跡だけで三江源に生息
するすべてのチルーの行動パターンをまとめる
ことは難しく、今年度も更に数頭のチルーを捕
獲しなければならない。 

 
４．今後の研究の推進方策 
今後は全体で現地調査データと資料の整理、解
析を行い、成果発表に移りたい。但し、現在チ
ルーの捕獲許可を得ており、このラストチャン
スを利用してもう一度チルーの捕獲にチャレン
ジし、追跡頭数を増やしたい。今後、国際学会・
国際学術雑誌などで成果を発表し、書籍などに
研究の成果を取りまとめたい。 
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